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本講演では, 次の Schrödinger-KdV方程式系について考察する:

(SKdV)

i∂tu+ ∂2xu+ uv = 0, (t, x) ∈ R× R,

∂tv + ∂x(a∂
2
xv + bv2 + |u|2) = 0, (t, x) ∈ R× R.

ここで, uは複素数値の未知関数, vは実数値の未知関数, i =
√
−1, a, b > 0である. (SKdV)は水

面波やプラズマなどの長波と短波の相互作用を記述した方程式である ([3]参照). エネルギー空間
X := H1(R,C)×H1(R,R)における (SKdV)の初期値問題の時間大域解の存在と一意性は [2]で
示されている.

定義 1. ω = (ω0, ω1) ∈ R2とする. また, s = (s0, s1) ∈ R2 と (u, v) ∈ X に対して,

T (s)(u, v)(x) = (eis0u(x− s1), v(x− s1))

とおく. T (ωt)(ϕω, ψω)の形をした (SKdV)の解を孤立波解と呼ぶ.

定義 2. (SKdV)の孤立波解 T (ωt)(ϕω, ψω)は軌道安定である
def.⇐⇒ 任意の ε > 0に対して, ある δ > 0が存在して, (u0, v0) ∈ X が ∥(u0, v0) − (ϕω, ψω)∥X < δ

を満たすならば (u0, v0)を初期値とする (SKdV)の解 (u(t), v(t))は

sup
t∈R

inf
s∈R2

∥(u(t), v(t))− T (s)(ϕω, ψω)∥X < ε

を満たす.

本講演では, (SKdV)の半自明解 (u(t, x), v(t, x)) = (0, ψω1(x − ω1t))の軌道安定性に関する結
果が得られた. ここで, ω1 > 0であり, ψω1 ∈ H1(R)は方程式

−aψ′′ + ω1ψ − bψ2 = 0, x ∈ R

の解であり, 正値偶関数解であれば, 次のように表せる:

ψω1(x) =
3ω1

2b
sech2

(
1

2

√
ω1

a
x

)
.

主定理. 任意の ω1 > 0に対して, (SKdV)の半自明解 (0, ψω1(x− ω1t))は軌道安定である.

この定理は [1, Theorem 2]の証明に基づく.
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